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みなさんからいただいた作品をそのまま紹介します。
今回は1月～3月に募集した作品です。

●募集作品
　・俳句　・川柳　・短歌　・写真　・イラスト など
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、
　議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または
　直接窓口へ　〒816－8510 大野城市曙町二丁目２番１号
　　　　　　　　　　　　　℡．580－1938

●注意事項
　・未発表のものに限ります（新カナ、旧カナは問いません。）
　・人物の写真については、掲載の了解を得てください。
　・提出された作品は、返却しません。　
　・ペンネームでも可とします。
　・応募多数の場合は広報委員会で厳選して決定します。あらかじめご了承ください。

作品掲載希望者募集
応募締切
８月15日号
掲載は
6月30日
まで

小・中学生からの応募もお待ちしております
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令和８年度一般会計当初予算

歳出総額516億7000万円

新 規 事 業 ＆ 主 要 事 業

公債費
5.4％

教育費
10.8％

土木費
10.5％

総務費
19.1％

民生費
42.3％

衛生費
7.1％

予備費
0.1％

議会費
0.5％

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

消防費
2.6％

商工費
1.1％

農林水産業費
0.4％

労働費
0.1％

不 登 校 支 援 事 業

小学校校内サポートルーム
設置運営事業

学校への行き渋りや、学級に入りづらさがある児童に対
して、安心して過ごせる場所を提供し、不登校の未然防
止と学級復帰に向けた支援を行うため、全ての小学校内
に設置します。

4015万円

拡大事業・継続事業
不登校状態にある児童生徒の学校復帰などに向けた支援の充実を図ります。不登校対策サポート
ティーチャー等の配置を行うとともに、学校生活等における児童生徒、保護者、教職員が抱える
心理的問題の解消を図るため、スクールカウンセラーの時間を拡充します。

新

拡

認 可 保 育 所 等 保 育 士 確 保 事 業
保育士の安定的な確保や離職防止、年度途中の待機児童や未入所者
の解消を図るため、市内在住の保育士に対する家賃補助のほか、
令和8年度から市内の認可保育所等へ新規採用された保育士へ就職
支援給付金（20万円）を支給します。

拡

コ ミ ニ ュ テ ィ 構 想 推 進 事 業
公民館等の利便性の向上や、公民館等の利用促進および多世代交流を推進するめ、28の公民館
及び2つの集会所に利用者が使用できるフリーWi-Fiの環境を整備します。

拡

福 祉 タ ク シ ー 料 金 助 成 事 業
外出が困難な重度の障がいのある方を対象に助成しているタクシー券
の配布枚数の上限を、一人当たり72枚とし、一度の利用可能枚数も
現在の「2枚」から「3枚まで」に利用を拡大します。

拡

医 療 的 ケ ア 児 ・ 者 日 常 生 活 支 援 事 業
在宅の医療的ケア児・者の介護や看護を担う家族等の負担軽減を図るため、自宅で訪問看護を
利用した際の一年度当たりの上限利用時間を、48時間から96時間に拡充します。

拡

学 び の 多 様 化 学 校 設 置 運 営 事 業
不登校や学校に行きづらさを感じる生徒に対して、個々のペースや
特性にあわせた学びの場の提供を行い、生徒に配慮して編成した
特別の教育課程に基づき、一人ひとりに寄り添った支援を行う
「大野城市立みずほ中学校」を4月に開校しました。

継

帯 状 疱 疹 予 防 接 種 事 業
過労やストレスなどによる免疫低下等が原因で帯状疱疹の発症率が高くなる
50歳以上の方へ予防接種の費用を助成する事業を継続します。

継

総 合 公 園 等 維 持 管 理 事 業
総合体育館等の利用促進を図るとともに、安全かつ安心して利用出来る環境を維持するため、
令和8年度から令和9年度にかけて総合体育館内の競技場、武道場等における内装改修及び空調
設備の設置等の大規模改修を行います。

拡

終活サポート事業

死後の葬儀や家財処分等に不安を抱える高齢者に対
し、自分らしい生き方や最期の迎え方の実現を包括的に
支援するため、死後の事務に関する相談や支援をワンス
トップで行える相談窓口の設置の他、エンディングノー
トの作成・配布などを行います。

548万円
新

感震ブレーカー及び家具転倒
防止器具設置補助事業

地震発生時の宅内被害を軽減するとともに、市民の防
災意識向上を図るため、設置費用（感震ブレーカー上限
額８千円、家具転倒防止器具上限額６千円）の補助を行
います。

150万円
新 主 地域公共交通計画推進事業

将来の人口減少及び高齢化社会の進展を見据え、利用
しやすい公共交通ネットワークの構築を図るため、コミ
ニュティバス（まどか号）の運行や、西鉄春日原駅への乗
り入れ等を行うための整備を行います。

１億6858万円
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視察来庁

月定例会33
審 議 結 果 一 覧 令和８年３月定例会
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全会一致承認

全会一致可決

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致可決

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致同意

全会一致可決

〃

〃

総務政策委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

福祉教育委員会

〃

〃

〃

都市経済委員会

―

都市経済委員会

〃

〃

―

―

予算委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

―

予算委員会

〃

〃

大野城市ハラスメント根絶条例の制定について
大野城市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
大野城市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市職員等の旅費に関する条例の全部を改正する条例の制定に
ついて
大野城市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
大野城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
の制定について
大野城市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する認可基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
大野城総合公園の管理に関する条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例の制定について
大野城市犯罪被害者等支援条例の制定について
福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び規約の変更について
指定管理者の指定について（高架下周辺施設等）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

大野城市固定資産評価審査委員会委員の選任について
専決処分した事件の承認について（令和７年度大野城市一般会計補正
予算（第10号））
令和７年度大野城市一般会計補正予算（第11号）について

令和７年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について

令和７年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第４号）について
令和７年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）に
ついて
令和７年度大野城市水道事業会計補正予算（第４号）について

令和７年度大野城市下水道事業会計補正予算（第４号）について

令和８年度大野城市一般会計予算について

令和８年度大野城市国民健康保険特別会計予算について

令和８年度大野城市介護保険特別会計予算について

令和８年度大野城市後期高齢者医療特別会計予算について

令和８年度大野城市公共用地先行取得事業特別会計予算について

令和８年度大野城市水道事業会計予算について

令和８年度大野城市下水道事業会計予算について

大野城市監査委員の選任について

令和７年度大野城市一般会計補正予算（第12号）について

令和８年度大野城市一般会計補正予算（第１号）について

令和７年度大野城市一般会計補正予算（第13号）について

議決結果件　　名議案番号 付託委員会
R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.2

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.2

R8.3.2

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.11

R8.3.18

R8.3.18

R8.3.18

議決月日

賛否の分かれた議案

（○：賛成、●：反対、退：退席、－：議長は表決に加わらないため）

会派名 未来フォーラム 自民御笠自民大野城 公明党 自民まどか市民クラブ

議員氏名

第8号議案

松
田

美
由
紀

中
村

慎
一
朗

中
村

真
一

関
井

利
夫

井
福

大
昌

森
　
　和
也

福
澤

信
光

松
﨑

正
和

河
野

敏
生

永
利

恭
子

松
﨑

百
合
子

神
田

徳
良

河
村

康
之

井
上

正
則

大
塚

み
ど
り

原
田

真
光

岡
部

か
お
り

平
田

不
二
香

平
井

信
太
郎

山
上

高
昭

○ ○退 ○ ○ ○ ○ ○○ ●○○○○ － ○ ○退○○

第13号議案 ○ ○● ○ ○ ○ ○ ○○ ●○○○○ － ○ ○●○○
第26号議案
（修正動議）
第26号議案
（原案）

○ ○● ● ● ○ ● ●● ●●○○○ － ○ ○●●●

● ●○ ○ ○ ● ○ ○○ ○○●○● － ○ ●○○○

賛成多数可決
（賛成16・反対1・退席2）

賛成多数可決
（賛成16・反対3）

賛成多数可決
（賛成13・反対6）

令和８年第２回３月定例会　審議結果

次回開催予定 令和８年６月定例会（予定）

６月 １日（月）10：00～
４日（木）10：00～
５日（金）10：00～

13：30～
８日（月）10：00～
９日（火）10：00～

15日（水）～16日（木） 9：30～
19日（金）10：00～

本会議　提案理由説明
本会議　質疑・付託
総務政策委員会
福祉教育委員会
都市経済委員会
予算委員会
本会議　一般質問
本会議　報告・討論・採決

― 陳 情 関 係 ― （全議員に写しを配布）
陳情第１号 臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き込ま

れることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情

陳情第２号 ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める陳情書

議会の動き
議会運営委員会
本会議（５日目）
予算委員会
全員協議会
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会視察（大野南小学校）
福岡県中部十一市議会議長会（宗像市）
今後の学校給食のあり方に関する調査特別委員会
福岡県南市議会議長会（宗像市）
広報委員会
福岡県市議会議長会（大川市）
広報委員会
今後の学校給食のあり方に関する調査特別委員会
九州市議会議長会（佐賀県）

18日

19日

４月３日
８日
９日
10日
15日
17日
20日
23日

本会議（１日目）
全員協議会
広報委員会
本会議（２日目）
総務政策委員会
福祉教育委員会
都市経済委員会
予算委員会
本会議（３日目）
予算委員会
本会議（４日目）
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会視察（大野中学校）

大野城市「シン・コミュニティ構想について」
（４月９日　東京都北区）

防災対策事業（地域防災力向上）の取組について
（5月14日　愛知県小牧市）

２月19日

３月２日

３日

４日～９日
11日

12日
16日

令和８年３月定例会を２月19日（木）から３月18日（水）まで開催    
35の案件を審議し、全ての案件を可決、同意、承認しました。    
審議結果の採決の模様は大野城市議会ホームページ「令和８年第２回３月定例会」
（右の二次元コード）から映像を見ることができます。    
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視察来庁

賛否の分かれた議案

（ ○： 賛成、 ●： 反対、 退： 退席、 －： 議長は表決に加わらないため）

会派名 未来フォーラム 自民御笠自民大野城 公明党 自民まどか市民クラブ

議員氏名

第8号議案

松
田

美
由
紀

中
村

慎
一
朗

中
村

真
一

関
井

利
夫

井
福

大
昌

森

　
　和
也

福
澤

信
光

松
﨑

正
和

河
野

敏
生

永
利

恭
子

松
﨑

百
合
子

神
田

徳
良

河
村

康
之

井
上

正
則

大
塚

み
ど
り

原
田

真
光

岡
部

か
お
り

平
田

不
二
香

平
井

信
太
郎

山
上

高
昭

○ ○退 ○ ○ ○ ○ ○○ ●○○○○ － ○ ○退○○

第13号議案 ○ ○● ○ ○ ○ ○ ○○ ●○○○○ － ○ ○●○○

第26号議案
（ 修正動議）
第26号議案
（ 原案）

○ ○● ● ● ○ ● ●● ●●○○○ － ○ ○●●●

● ●○ ○ ○ ● ○ ○○ ○○●○● － ○ ●○○○

令和８ 年第２ 回３ 月定例会　 審議結果

次回開催予定 令和８年６月定例会（ 予定）

６月 １日（ 月）10： 0 0～
４日（ 木）10： 0 0～

５日（ 金）10： 0 0～

13： 3 0～

８日（ 月）10： 0 0～

９日（ 火）10： 0 0～

15日（ 水）～16日（ 木） 9： 3 0～

19日（ 金）10： 0 0～

本会議　 提案理由説明

本会議　 質疑・ 付託

総務政策委員会

福祉教育委員会

都市経済委員会

予算委員会

本会議　 一般質問

本会議　 報告・ 討論・ 採決

― 陳 情 関 係 ― （ 全議員に写しを配布）

陳情第１ 号
臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き込ま
れることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情

陳情第２ 号 ｍＲＮＡワクチン（ レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める陳情書

議会の動き
議会運営委員会

本会議（ ５日目）

予算委員会

全員協議会

今後の学校給食のあり方に関する

調査特別委員会視察（ 大野南小学校）

福岡県中部十一市議会議長会（ 宗像市）

今後の学校給食のあり方に関する調査特別委員会

福岡県南市議会議長会（ 宗像市）

広報委員会

福岡県市議会議長会（ 大川市）

広報委員会

今後の学校給食のあり方に関する調査特別委員会

九州市議会議長会（ 佐賀県）

1 8日

1 9日

４ 月３ 日
８ 日

９ 日

1 0日

1 5日

1 7日

2 0日

2 3日

本会議（ １日目）

全員協議会

広報委員会

本会議（ ２日目）

総務政策委員会

福祉教育委員会

都市経済委員会

予算委員会

本会議（ ３日目）

予算委員会

本会議（ ４日目）

今後の学校給食のあり方に関する

調査特別委員会視察（ 大野中学校）

大野城市「 シン・コミュニティ構想について」
（ ４月９日　 東京都北区）

防災対策事業（ 地域防災力向上）の取組について
（ 5月1 4日　 愛知県小牧市）

２ 月1 9日

３ 月２ 日

３ 日

４ 日～９ 日

1 1日

1 2日

1 6日
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   ３月定例会  委員会レポー
ト

   ３月定例会  委員会レポー
ト

令和８年度当初予算令和８年度当初予算 予算委員会福祉を充実、支え合う補正予算福祉を充実、支え合う補正予算 予算委員会

◯◯◯委員会

第２号議案
大野城市ハラスメント根絶条例の
制定について

　

事業所や市民への周知の方法は
事業所へはハローワークや労働基準監督署
等の関係機関を通じて紹介し、市民へは市報
やホームページ等で周知を図る。

市長および副市長の取扱いは
市長は議員と同じ取扱いとなり、副市長は職
員と同じ取扱いとなる。

具体的なハラスメントを例示しなかった理
由は
さまざまな認知が進むにしたがって、新たな

ハラスメントの言葉が生まれていくものと考
える。本条例は基本方針であり、今後本条例
に基づき、個別のハラスメントに応じた指針
を定めていく。

第８号議案
大野城市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

総所得400万円の世帯（年収560万円、夫
婦・子１人）における増額の目安は
子ども・子育て支援金分が新設されるも
のの、その他の課税区分で減となるもの
もあり、合計で年額6500円程度の増額見
込みである。

問
答

問
答

問
答

問
答

ハラスメントのない大野城市へハラスメントのない大野城市へ 総務政策委員会

令和７年３月に第三者調査委員会が認定した
５件のハラスメント事案を重く受け止め、市
役所及び全市的にハラスメントを根絶するた
めの基本原則を定める

国民健康保険の安定的財政運営のため税率
を見直すとともに、国の子ども・子育て支援金
制度創設に伴い、他の医療保険と同様に、本
市の国保税においても「子ども・子育て支援
金分」を新たに課税額として新設する

第20号議案
令和７年度大野城市一般会計補正予算
(第11号)について（以下、複数案件より抜粋）

　おこめ券の配付状況は
対象者のうち２万4027人(約99％)へ送付済
みで、辞退者は40名。

減額となった要因は
子育て世帯ホームヘルプサービス委託料の
単価の減額と、出生数が当初見込みを下回
る「900人弱」となる見通しであることから、
乳幼児健診や赤ちゃん訪問、産後ケアなどの
予算を実績に合わせ精査した。

ヤングケアラー調査の手法は
小学校５・６年生、中学生は学校のタブレット
端末、高校生世代は郵送した紙の調査票等で

の回答を依頼した。現在、集計中である。

負担金の算出根拠は
協議会総予算を県内の軽自動車全台数で
割った単価に、本市の登録台数を乗じて算
出される。

第22号議案
令和７年度大野城市介護保険特別会計
補正予算(第４号)について
（以下、複数案件より抜粋）

具体的な実績は
「不燃ごみ等の戸別収集支援」や「ICTを
活用した高齢者見守り」等が事業化され
た。子育て世代を含む協議については、今
後検討を行う。

問
答

問
答

問
答

問
答

問
答

物価高騰対策として実施した、シニア世代へ
の「おこめ券」配布事業において対象者数が
確定したことに伴い不用額を減額する

産後ケアや乳幼児健診・全戸訪問など、子ど
も相談事業や母子保健事業において不用額
を減額する

高齢者を支えるために、社会福祉協議会と連
携して実施している住民による課題解決につ
いて協議する場「生活支援体制整備協議体」
の運営を令和８年度も継続して実施する

福岡県軽自動車税協議会（検査協会へ提出さ
れた県内の軽自動車申告情報を集約し、各自
治体へ通知する組織）の負担金額確定に伴い
減額する

第26号議案
令和８年度大野城市一般会計予算に
ついて （以下、複数案件より抜粋）

　市税収入の見通しは
新築増や人口増で数年は増収が続くが、将来
の減少は避けられない。好調な今こそ事務事
業の「精査・見直し」を徹底し、持続可能な体
制を整える。

ふるさと納税に頼らない財政運営は
寄附金は貴重な財源だが、制度変更等のリス
クに備え、依存しすぎない健全な財政基盤の
構築に努める。

市庁舎のペーパーレス化の進捗と
端末導入計画は
現在、資料をＰＤＦ化した会議や研修の実施を
進めている。これからタブレット約100台を
導入し、既存のパソコンと併用しながら、50
人規模の会議ができるようにするなどの効
率化を図る。

補助の上限額は
感震ブレーカーは8000円、家具転倒防止器
具は6000円を上限とする。

４地区で予算額に差がある理由は
各地区の計画に基づき、移動支援や行事など
事業規模が異なるため。地域の実情に合わ
せ、市と協議会が連携して事業内容を決定し
ている。

認可保育所等保育士就職支援
給付金の内容は

市内の私立認可保育所等に新たに就職した
常勤保育士に一時金20万円を支給する。３
年勤続を条件に、人材の確保と定着を図る。

ひきこもり支援の内容と体制は
専門員2名を配置し、実態把握を進める。本
人や家族との信頼関係を重視し、継続的な支
援に取り組む。

対象年齢を絞る見直しが必要な理由は
将来の高齢者増加を見据え、限られた財源
を生活支援や介護予防などへ重点配分する
ためである。祝金は節目年齢（77・88・99歳
以上）に限定するが、祝賀会の充実や地域で
の見守りを通じ、感謝の意は継続して伝えて
いく。今後持続可能な支援体制を構築する
ための見直しであり、市民への丁寧な周知に
努める。

総合体育館の改修内容は
空調は「床下空調」を導入し、風の影響を受け
にくい競技環境を確保する。床は木製から
クッション性の高い「床シート」へ刷新。傷に強
く、車椅子スポーツなど活用の幅を広げる。

第2７号議案
令和８年度大野城市国民健康保険特別
会計予算について

家計の負担はどう変わるのか
支援金は世帯ごとの平等割、加入者1人あた
りにかかる均等割、所得に応じて計算される
所得割の合算で計算されるが、18歳以下の
子どもの均等割はかからない。なお、低所得
世帯には軽減制度により負担増が抑えられ
る。

問
答

問
答

問
答

問
答

問
答

問

答

問
答

問
答

問
答

問
答

予算規模は過去最大の516.7億円となり、
暮らしの支援と未来の街づくりに活用す
る

ペーパーレス化の推進に伴い、会議用タブレ
ット等の導入を行う

ひきこもり専門の相談員を配置し、支援体制
を強化する

高齢者への敬老祝金を、特定の節目年齢に達
した方へ贈呈する

総合公園等の中長期改修基本計画に基づ
き、施設の改修を行う

令和８年度から国民健康保険税に「子ども・子
育て支援金分」が追加・徴収される

地震時の火災を防ぐ感震ブレーカーや家具
転倒防止器具設置の補助を行う

各地区コミュニティ運営協議会へ財政的支援
を行う

保育士の確保と定着を目的とした新たな給付
制度で、待機児童解消を目指す
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   ３月定例会  委員会レポー
ト

   ３月定例会  委員会レポー
ト

令和８年度当初予算令和８年度当初予算 予算委員会福祉を充実、支え合う補正予算福祉を充実、支え合う補正予算 予算委員会

◯◯◯委員会

第２号議案
大野城市ハラスメント根絶条例の
制定について

　

事業所や市民への周知の方法は
事業所へはハローワークや労働基準監督署
等の関係機関を通じて紹介し、市民へは市報
やホームページ等で周知を図る。

市長および副市長の取扱いは
市長は議員と同じ取扱いとなり、副市長は職
員と同じ取扱いとなる。

具体的なハラスメントを例示しなかった理
由は
さまざまな認知が進むにしたがって、新たな

ハラスメントの言葉が生まれていくものと考
える。本条例は基本方針であり、今後本条例
に基づき、個別のハラスメントに応じた指針
を定めていく。

第８号議案
大野城市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

総所得400万円の世帯（年収560万円、夫
婦・子１人）における増額の目安は
子ども・子育て支援金分が新設されるも
のの、その他の課税区分で減となるもの
もあり、合計で年額6500円程度の増額見
込みである。

問
答

問
答

問
答

問
答

ハラスメントのない大野城市へハラスメントのない大野城市へ 総務政策委員会

令和７年３月に第三者調査委員会が認定した
５件のハラスメント事案を重く受け止め、市
役所及び全市的にハラスメントを根絶するた
めの基本原則を定める

国民健康保険の安定的財政運営のため税率
を見直すとともに、国の子ども・子育て支援金
制度創設に伴い、他の医療保険と同様に、本
市の国保税においても「子ども・子育て支援
金分」を新たに課税額として新設する

第20号議案
令和７年度大野城市一般会計補正予算
(第11号)について（以下、複数案件より抜粋）

　おこめ券の配付状況は
対象者のうち２万4027人(約99％)へ送付済
みで、辞退者は40名。

減額となった要因は
子育て世帯ホームヘルプサービス委託料の
単価の減額と、出生数が当初見込みを下回
る「900人弱」となる見通しであることから、
乳幼児健診や赤ちゃん訪問、産後ケアなどの
予算を実績に合わせ精査した。

ヤングケアラー調査の手法は
小学校５・６年生、中学生は学校のタブレット
端末、高校生世代は郵送した紙の調査票等で

の回答を依頼した。現在、集計中である。

負担金の算出根拠は
協議会総予算を県内の軽自動車全台数で
割った単価に、本市の登録台数を乗じて算
出される。

第22号議案
令和７年度大野城市介護保険特別会計
補正予算(第４号)について
（以下、複数案件より抜粋）

具体的な実績は
「不燃ごみ等の戸別収集支援」や「ICTを
活用した高齢者見守り」等が事業化され
た。子育て世代を含む協議については、今
後検討を行う。

問
答

問
答

問
答

問
答

問
答

物価高騰対策として実施した、シニア世代へ
の「おこめ券」配布事業において対象者数が
確定したことに伴い不用額を減額する

産後ケアや乳幼児健診・全戸訪問など、子ど
も相談事業や母子保健事業において不用額
を減額する

高齢者を支えるために、社会福祉協議会と連
携して実施している住民による課題解決につ
いて協議する場「生活支援体制整備協議体」
の運営を令和８年度も継続して実施する

福岡県軽自動車税協議会（検査協会へ提出さ
れた県内の軽自動車申告情報を集約し、各自
治体へ通知する組織）の負担金額確定に伴い
減額する

第26号議案
令和８年度大野城市一般会計予算に
ついて （以下、複数案件より抜粋）

　市税収入の見通しは
新築増や人口増で数年は増収が続くが、将来
の減少は避けられない。好調な今こそ事務事
業の「精査・見直し」を徹底し、持続可能な体
制を整える。

ふるさと納税に頼らない財政運営は
寄附金は貴重な財源だが、制度変更等のリス
クに備え、依存しすぎない健全な財政基盤の
構築に努める。

市庁舎のペーパーレス化の進捗と
端末導入計画は
現在、資料をＰＤＦ化した会議や研修の実施を
進めている。これからタブレット約100台を
導入し、既存のパソコンと併用しながら、50
人規模の会議ができるようにするなどの効
率化を図る。

補助の上限額は
感震ブレーカーは8000円、家具転倒防止器
具は6000円を上限とする。

４地区で予算額に差がある理由は
各地区の計画に基づき、移動支援や行事など
事業規模が異なるため。地域の実情に合わ
せ、市と協議会が連携して事業内容を決定し
ている。

認可保育所等保育士就職支援
給付金の内容は

市内の私立認可保育所等に新たに就職した
常勤保育士に一時金20万円を支給する。３
年勤続を条件に、人材の確保と定着を図る。

ひきこもり支援の内容と体制は
専門員2名を配置し、実態把握を進める。本
人や家族との信頼関係を重視し、継続的な支
援に取り組む。

対象年齢を絞る見直しが必要な理由は
将来の高齢者増加を見据え、限られた財源
を生活支援や介護予防などへ重点配分する
ためである。祝金は節目年齢（77・88・99歳
以上）に限定するが、祝賀会の充実や地域で
の見守りを通じ、感謝の意は継続して伝えて
いく。今後持続可能な支援体制を構築する
ための見直しであり、市民への丁寧な周知に
努める。

総合体育館の改修内容は
空調は「床下空調」を導入し、風の影響を受け
にくい競技環境を確保する。床は木製から
クッション性の高い「床シート」へ刷新。傷に強
く、車椅子スポーツなど活用の幅を広げる。

第2７号議案
令和８年度大野城市国民健康保険特別
会計予算について

家計の負担はどう変わるのか
支援金は世帯ごとの平等割、加入者1人あた
りにかかる均等割、所得に応じて計算される
所得割の合算で計算されるが、18歳以下の
子どもの均等割はかからない。なお、低所得
世帯には軽減制度により負担増が抑えられ
る。

問
答

問
答

問
答

問
答

問
答

問

答

問
答

問
答

問
答

問
答

予算規模は過去最大の516.7億円となり、
暮らしの支援と未来の街づくりに活用す
る

ペーパーレス化の推進に伴い、会議用タブレ
ット等の導入を行う

ひきこもり専門の相談員を配置し、支援体制
を強化する

高齢者への敬老祝金を、特定の節目年齢に達
した方へ贈呈する

総合公園等の中長期改修基本計画に基づ
き、施設の改修を行う

令和８年度から国民健康保険税に「子ども・子
育て支援金分」が追加・徴収される

地震時の火災を防ぐ感震ブレーカーや家具
転倒防止器具設置の補助を行う

各地区コミュニティ運営協議会へ財政的支援
を行う

保育士の確保と定着を目的とした新たな給付
制度で、待機児童解消を目指す
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～大野城市長の考えを問う～

各会派の
タイトルにある
二次元コードから
映像を見ることが
できます。

３月定例会 委員会レポート
３月定例会 委員会レポート

代 表 質 問

◀
映
像
は
こ
ち
ら

市内の認可保育所等に就職した常勤保育士に
20万円の一時金を支給する制度を開始する
が、保育士不足の解決になるのか
離職率の高い就職後３年間の勤続要件を設け、
保育士の定着を図り、保育士確保と離職防止の
両面から、慢性的な保育士不足の解消につなげ
ていく。

現在働いている保育士等の支援は
家賃助成による経済的支援や、ＩＣＴの導入支援
などによる業務負担の軽減に加え、県が実施す
る巡回支援事業を活用し、職場環境の改善にも
取り組んでいる。

カムバック制度については
過去に保育士としての勤務経験がある潜在保育
士を積極的に採用している。また、潜在保育士の
再就職についても、離職から一定の期間が経過
し、常勤保育士として採用される場合は、今回の
一時金の支給対象となる。

問

答

問
答

問
答

問
答

問
答

保育所等と小学校の連携は
市内全ての保育所（園）、幼稚園及び小学校の担
当者で研修会を開催し、円滑な引継ぎに関する
留意点を協議している。また、保育所（園）長、幼
稚園長及び小学校長による合同会議を毎年開
催し、保育所（園）、幼稚園の見学や小学校１年生
の授業を参観し、入学後の児童に対する指導方
法などを協議している。

子育てしやすい環境づくりについては
経済的負担の軽減として、保育料無償化の範囲
や子ども医療費助成の拡充に向けた検討を進め
ていく。また、公立保育所で、医療的な支援が必
要な子どもの受入れを開始する。

ǍǖǍǖと子Ͼてもࠕߤもでƃる大野तへǍǖǍǖと子Ͼてもࠕߤもでƃる大野तへ
»ࠨฎ大野तࠨ ฎまどかࠨ« ฎ۫ԍ

代表質問とは？・・・市長の施策方針及び所信表明等に関して、会派から代表者を立てて質問を行います。

所属議員 内　容会派名

質・山上　高昭
・平井　信太郎
・平田　不二香

岡部　かおり
・原田　真光自民大野城

◯◯◯委員会

◯◯◯委員会

第13号議案
大野城市犯罪被害者等支援条例の
制定について

支援の対象は
犯罪の被害者とその家族、親族を想定して
いる。

支給される見舞金はどれくらいか
県内の自治体全て同額となっており、遺族見
舞金が30万円、重傷病見舞金が10万円の予
定である。

第15号議案
指定管理者の指定（高架下周辺施設等）に
ついて

インクルーシブ遊具の設置は
高架下広場の遊具の一つにインクルーシブ
遊具を整備する準備が進んでいる。

事業で得られた収入の取扱いは
全額事業者（指定管理者）の収入とする。

問
答

問
答

問
答

問
答

犯罪被害者とその家族に支援を犯罪被害者とその家族に支援を 都市経済委員会

犯罪被害者等の支援に関する基本事項及び
総合的支援の推進について必要な事項を定
めるもの

高架下周辺施設等の指定管理者を指定する
にあたり地方自治法の規定により議会の議
決を求めるもの。指定管理者の業務期間は令
和９年４月１日から令和24年３月末までの15
年間。

第12号議案
大野城総合公園の管理に関する条例の
一部を改正する条例の一部を改正する
条例の制定について

「市長が別に定める」とはどういうことを定め
るのか
市民の要望に柔軟に応えるために協定の変
更で貸出し備品の追加ができるようにする
こと。

利用料金はいくらになるか
親子４人でオートテントサイトを一泊二日で
利用した場合、駐車場代やシャワー代等を含
めて6400円程度で、その他レンタルするも
のがあれば上乗せとなる。他のキャンプ場と
比べて安価な設定としている。

近くの民間のキャンプ場との違いは
そらもりキャンプ場には近くのキャンプ場に
はない眺望の良さがある。

問

答

問
答

問
答

見晴らし最高のキャンプが手軽に見晴らし最高のキャンプが手軽に 福祉教育委員会

キャンプ場の貸出し備品について、「市長が
別に定める」の文言を追加し、キャンプ初心
者の方でも手軽に利用できるよう、テントや
タープ、たき火台等のキャンプ備品に加え、

寝袋やランタン
などの宿泊関
連備品や鍋な
どのキッチン関
連備品等の貸
出し備品の充
実を図るもの

・森　　和也　 ・井福　大昌
１．令和８年度施政方針について

自民まどか

質

・中村　真一 ・関井　利夫自民御笠

質  松﨑　百合子
・永利　恭子

・河野　敏生 １．施政方針について未来フォーラム

・大塚　みどり
・井上　正則

河村　康之
・神田　徳良 １．令和８年度施政方針について公明党
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～大野城市長の考えを問う～

各会派の
タイトルにある
二次元コードから
映像を見ることが
できます。

３月定例会 委員会レポート
３月定例会 委員会レポート

代 表 質 問

◀
映
像
は
こ
ち
ら

市内の認可保育所等に就職した常勤保育士に
20万円の一時金を支給する制度を開始する
が、保育士不足の解決になるのか
離職率の高い就職後３年間の勤続要件を設け、
保育士の定着を図り、保育士確保と離職防止の
両面から、慢性的な保育士不足の解消につなげ
ていく。

現在働いている保育士等の支援は
家賃助成による経済的支援や、ＩＣＴの導入支援
などによる業務負担の軽減に加え、県が実施す
る巡回支援事業を活用し、職場環境の改善にも
取り組んでいる。

カムバック制度については
過去に保育士としての勤務経験がある潜在保育
士を積極的に採用している。また、潜在保育士の
再就職についても、離職から一定の期間が経過
し、常勤保育士として採用される場合は、今回の
一時金の支給対象となる。

問

答

問
答

問
答

問
答

問
答

保育所等と小学校の連携は
市内全ての保育所（園）、幼稚園及び小学校の担
当者で研修会を開催し、円滑な引継ぎに関する
留意点を協議している。また、保育所（園）長、幼
稚園長及び小学校長による合同会議を毎年開
催し、保育所（園）、幼稚園の見学や小学校１年生
の授業を参観し、入学後の児童に対する指導方
法などを協議している。

子育てしやすい環境づくりについては
経済的負担の軽減として、保育料無償化の範囲
や子ども医療費助成の拡充に向けた検討を進め
ていく。また、公立保育所で、医療的な支援が必
要な子どもの受入れを開始する。

ǍǖǍǖと子Ͼてもࠕߤもでƃる大野तへǍǖǍǖと子Ͼてもࠕߤもでƃる大野तへ
ฎ۫ԍࠨ»ฎまどかࠨ»ฎ大野तࠨ

代表質問とは？・・・市長の施策方針及び所信表明等に関して、会派から代表者を立てて質問を行います。

所属議員 内　容会派名

質・山上　高昭
・平井　信太郎
・平田　不二香

岡部　かおり
・原田　真光自民大野城

◯◯◯委員会

◯◯◯委員会

第13号議案
大野城市犯罪被害者等支援条例の
制定について

支援の対象は
犯罪の被害者とその家族、親族を想定して
いる。

支給される見舞金はどれくらいか
県内の自治体全て同額となっており、遺族見
舞金が30万円、重傷病見舞金が10万円の予
定である。

第15号議案
指定管理者の指定（高架下周辺施設等）に
ついて

インクルーシブ遊具の設置は
高架下広場の遊具の一つにインクルーシブ
遊具を整備する準備が進んでいる。

事業で得られた収入の取扱いは
全額事業者（指定管理者）の収入とする。

問
答

問
答

問
答

問
答

犯罪被害者とその家族に支援を犯罪被害者とその家族に支援を 都市経済委員会

犯罪被害者等の支援に関する基本事項及び
総合的支援の推進について必要な事項を定
めるもの

高架下周辺施設等の指定管理者を指定する
にあたり地方自治法の規定により議会の議
決を求めるもの。指定管理者の業務期間は令
和９年４月１日から令和24年３月末までの15
年間。

第12号議案
大野城総合公園の管理に関する条例の
一部を改正する条例の一部を改正する
条例の制定について

「市長が別に定める」とはどういうことを定め
るのか
市民の要望に柔軟に応えるために協定の変
更で貸出し備品の追加ができるようにする
こと。

利用料金はいくらになるか
親子４人でオートテントサイトを一泊二日で
利用した場合、駐車場代やシャワー代等を含
めて6400円程度で、その他レンタルするも
のがあれば上乗せとなる。他のキャンプ場と
比べて安価な設定としている。

近くの民間のキャンプ場との違いは
そらもりキャンプ場には近くのキャンプ場に
はない眺望の良さがある。

問

答

問
答

問
答

見晴らし最高のキャンプが手軽に見晴らし最高のキャンプが手軽に 福祉教育委員会

キャンプ場の貸出し備品について、「市長が
別に定める」の文言を追加し、キャンプ初心
者の方でも手軽に利用できるよう、テントや
タープ、たき火台等のキャンプ備品に加え、

寝袋やランタン
などの宿泊関
連備品や鍋な
どのキッチン関
連備品等の貸
出し備品の充
実を図るもの

・森　　和也　 ・井福　大昌
１．令和８年度施政方針について

自民まどか

質

・中村　真一 ・関井　利夫自民御笠

質  松﨑　百合子
・永利　恭子

・河野　敏生 １．施政方針について未来フォーラム

・大塚　みどり
・井上　正則

河村　康之
・神田　徳良 １．令和８年度施政方針について公明党
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◀
映
像
は
こ
ち
ら

本市の基金の運用実態と運用利益は。その他、
新たな財源の確保についての考え方は
令和６年度末の基金残高は約163億円で、内訳
は債権約107億円と預金約56億円である。令
和７年度の基金の運用益は約9800万円を見込
んでいる。今後も安全かつ収益性の高い債権を
保有し、確実な財源確保に努める。

本市が目指す「不登校を生まない学校」とは、ど
のような学校か
児童生徒自身がありのままの自分が尊重されて
いると実感でき、楽しいと思える授業を実践する
ことが必要である。児童生徒が自分の成長を感
じることができる学校づくりを進めていく。

障がい者が「親亡き後」に本市で安心して暮らす
為の支援は
成年後見制度や様々な福祉サービス等を活用し
ながら、本人に寄り添った支援が重要である。ま
た、グループホーム等について日頃から市内や

問

答

問

答

問

答

問

答

近隣の情報収集により、障がいの程度に応じた
グループホーム等につなげる支援を行ってい
る。今後とも誰もが安心して暮らしていけるよう
努める。

災害時のキャンピングカーの活用協定を民間企
業と結び、被災支援としての活用だけでなく、引
きこもりの当事者への支援として、人目を気に
せず外出が出来るよう活用できないか
引きこもりの状態にある方は、個々の状況や抱
えている問題がそれぞれ異なるため、多様な支
援の選択肢を持つことは重要である。引きこも
り支援策については、キャンピングカーの活用を
含め今後検討する。

ୖ市ଦへ、໺༹�శத߻তඞॢをแż¯ୖ市ଦへ、໺༹�శத߻তඞॢをแż¯
۽ ฝ ன
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少人数学級に向けた更なる推進の計画は
中学校の学級編制を、令和８年度から１学年、２
学年、３学年の順に年次的に35人学級に引き下
げる予定である。

夏休み中のランドセルクラブで提供している昼
食について、生活が厳しい家庭への就学援助や
補助の対象にできないか
ランドセルクラブのお弁当注文は、利用者に限
られたサービスであることなどから現状では補
助等は行っていない。

国民健康保険税の増税理由は
今回税額が増加する主な理由は、新たに「子ど
も・子育て支援金納付金課税分」を追加すること
によるものである。

訪問介護事業所への支援策は
令和８年度に第10期介護保険事業計画の策定を
進めていく中で、介護サービス事業所への支援
について取り組むべき施策を検討していく。

問
答

問

答

問
答

問
答

問
答

問
答

ジェンダー平等のまちづくりは
性別に関わらず、誰もが個性と能力を発揮できる
男女共同参画社会の実現を目指して様々な取組
を進める。性暴力など様々な困難を抱える女性
への支援についても相談体制の充実や支援の強
化に一層取り組んでいく。

水循環・ため池保全の考えは
水環境の保全は、
市民生活や農業、
自然環境の保護
につながると考え
る。今後もため池
を含む水環境の
保全について適
切な管理に努めて
いく。

みんなϸƙて みんないい¯ׯに生ƃるまちへみんなϸƙて みんないい¯ׯに生ƃるまちへ
ก ຣ Ǿ ǒ Á ラ ȉ

★インクルーシブ社会の実現を目指して
・放課後の児童の居場所としての学校施設の在り方について
★ナチュラルビズの導入について
★サービス・助成制度について
・水不足の深刻化、節水対策について
・住民票の職権消除と居住実態が把握できない児童について
★子育て支援について
★パブリックコメントについて
・学校現場のハラスメント対策について
★大野城市の教育の最大の課題解決のために
・道路交通法改正における自転車の歩道通行について
★本市のユニバーサルデザインによる歩行空間の整備について
・高齢者のウイルス感染予防について
・高齢者移動支援について
★学校における防犯カメラの設置について
★災害対策について
・収入増加の為の施策について
・投票率向上のための施策について
・市のプロモーションについて
★就職氷河期世代の挑戦を後押しする、大野城市独自の創業支援制度の創設について

件　　名

～これからの大野城を問う～
注：★がついている内容を
　　掲載しています。一般質問

各議員の
タイトルにある
二次元コードから
映像を見ることが
できます。

平　田　不二香

福　澤　信　光

森　　　和　也

永　利　恭　子

中　村　真　一

河　野　敏　生

大　塚　みどり

神　田　徳　良

原　田　真　光

中　村　慎一朗

氏　　名

ƨ ら た 　    ƫ  Ǝ  か

第二次障がい者活躍推進計画の策定にあたり
明らかになった、これまでの成果と課題は
職員個々の特性に応じた配置の調整が進めら
れ、多目的トイレの整備等、職場環境が改善され
た。課題は職員数の急激な増加に対し、障がい
者の雇用が追いつかず、法定雇用率を満たして
いないことである。

本市には福祉の枠を越えた形で障がい者雇用
に成功している事業者がある。こうした企業か
ら助言や客観的なアセスメントを得てはどうか
全ての職員が働きやすい職場を目指す必要が
ある。他自治体や民間企業等での働き方に関す
る事例を参考に、調査研究を進める。

障害者優先調達推進にあたり、物品中心の支援
型から、役務を通じて就労機会を創出する業務
創出型へと発展させていけないか

問

答

問

答

問

答

問

答

市役所内の各課への聞き取りや働きかけを強化
し、障がい者就労施設等に対して発注内容の多
様化に向けて協議を進め、発注の拡大に努め
る。

本計画を雇用率達成のための計画にとどめず、
障がいのある方が市役所の中で活躍できる職
場づくりを今後どう進めるか
計画に掲げた取組を通して、障がいのある職員
一人ひとりがやりがいを持って働くことのできる
環境づくりにさら
に取り組み、合理
的配慮に基づく職
場環境の改善に努
めながら、障がい
者雇用の促進と定
着を図る。

ൠ 田 　 ഗ జ ݄

◀
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は
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जがいのŸるඞの市๏ࣅఋでのԗ๓ॻॡを̄
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本市の基金の運用実態と運用利益は。その他、
新たな財源の確保についての考え方は
令和６年度末の基金残高は約163億円で、内訳
は債権約107億円と預金約56億円である。令
和７年度の基金の運用益は約9800万円を見込
んでいる。今後も安全かつ収益性の高い債権を
保有し、確実な財源確保に努める。

本市が目指す「不登校を生まない学校」とは、ど
のような学校か
児童生徒自身がありのままの自分が尊重されて
いると実感でき、楽しいと思える授業を実践する
ことが必要である。児童生徒が自分の成長を感
じることができる学校づくりを進めていく。

障がい者が「親亡き後」に本市で安心して暮らす
為の支援は
成年後見制度や様々な福祉サービス等を活用し
ながら、本人に寄り添った支援が重要である。ま
た、グループホーム等について日頃から市内や
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答

問

答

問

答

問

答

近隣の情報収集により、障がいの程度に応じた
グループホーム等につなげる支援を行ってい
る。今後とも誰もが安心して暮らしていけるよう
努める。

災害時のキャンピングカーの活用協定を民間企
業と結び、被災支援としての活用だけでなく、引
きこもりの当事者への支援として、人目を気に
せず外出が出来るよう活用できないか
引きこもりの状態にある方は、個々の状況や抱
えている問題がそれぞれ異なるため、多様な支
援の選択肢を持つことは重要である。引きこも
り支援策については、キャンピングカーの活用を
含め今後検討する。
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少人数学級に向けた更なる推進の計画は
中学校の学級編制を、令和８年度から１学年、２
学年、３学年の順に年次的に35人学級に引き下
げる予定である。

夏休み中のランドセルクラブで提供している昼
食について、生活が厳しい家庭への就学援助や
補助の対象にできないか
ランドセルクラブのお弁当注文は、利用者に限
られたサービスであることなどから現状では補
助等は行っていない。

国民健康保険税の増税理由は
今回税額が増加する主な理由は、新たに「子ど
も・子育て支援金納付金課税分」を追加すること
によるものである。

訪問介護事業所への支援策は
令和８年度に第10期介護保険事業計画の策定を
進めていく中で、介護サービス事業所への支援
について取り組むべき施策を検討していく。

問
答

問

答

問
答

問
答

問
答

問
答

ジェンダー平等のまちづくりは
性別に関わらず、誰もが個性と能力を発揮できる
男女共同参画社会の実現を目指して様々な取組
を進める。性暴力など様々な困難を抱える女性
への支援についても相談体制の充実や支援の強
化に一層取り組んでいく。

水循環・ため池保全の考えは
水環境の保全は、
市民生活や農業、
自然環境の保護
につながると考え
る。今後もため池
を含む水環境の
保全について適
切な管理に努めて
いく。
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★インクルーシブ社会の実現を目指して
・放課後の児童の居場所としての学校施設の在り方について
★ナチュラルビズの導入について
★サービス・助成制度について
・水不足の深刻化、節水対策について
・住民票の職権消除と居住実態が把握できない児童について
★子育て支援について
★パブリックコメントについて
・学校現場のハラスメント対策について
★大野城市の教育の最大の課題解決のために
・道路交通法改正における自転車の歩道通行について
★本市のユニバーサルデザインによる歩行空間の整備について
・高齢者のウイルス感染予防について
・高齢者移動支援について
★学校における防犯カメラの設置について
★災害対策について
・収入増加の為の施策について
・投票率向上のための施策について
・市のプロモーションについて
★就職氷河期世代の挑戦を後押しする、大野城市独自の創業支援制度の創設について

件　　名

～これからの大野城を問う～
注：★がついている内容を
　　掲載しています。一般質問

各議員の
タイトルにある
二次元コードから
映像を見ることが
できます。

平　田　不二香

福　澤　信　光

森　　　和　也

永　利　恭　子

中　村　真　一

河　野　敏　生

大　塚　みどり

神　田　徳　良

原　田　真　光

中　村　慎一朗

氏　　名

ƨ ら た 　    ƫ  Ǝ  か

第二次障がい者活躍推進計画の策定にあたり
明らかになった、これまでの成果と課題は
職員個々の特性に応じた配置の調整が進めら
れ、多目的トイレの整備等、職場環境が改善され
た。課題は職員数の急激な増加に対し、障がい
者の雇用が追いつかず、法定雇用率を満たして
いないことである。

本市には福祉の枠を越えた形で障がい者雇用
に成功している事業者がある。こうした企業か
ら助言や客観的なアセスメントを得てはどうか
全ての職員が働きやすい職場を目指す必要が
ある。他自治体や民間企業等での働き方に関す
る事例を参考に、調査研究を進める。

障害者優先調達推進にあたり、物品中心の支援
型から、役務を通じて就労機会を創出する業務
創出型へと発展させていけないか
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市役所内の各課への聞き取りや働きかけを強化
し、障がい者就労施設等に対して発注内容の多
様化に向けて協議を進め、発注の拡大に努め
る。

本計画を雇用率達成のための計画にとどめず、
障がいのある方が市役所の中で活躍できる職
場づくりを今後どう進めるか
計画に掲げた取組を通して、障がいのある職員
一人ひとりがやりがいを持って働くことのできる
環境づくりにさら
に取り組み、合理
的配慮に基づく職
場環境の改善に努
めながら、障がい
者雇用の促進と定
着を図る。
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「明石市おむつ定期便」
月に1回 おむつなどの「赤ちゃん用品」を無料で

宅配するサービス
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子育て支援施策を、移住・定住の促進につなげ
る施策として位置づけているか、堤市長の基本
的な考えは
子育て支援策の充実は、定住の促進につながる
とともに、子育てしやすいまちとしての魅力を高
めることで、新たな子育て世代の移住を促す効
果も期待できるものと考えている。

経済的負担軽減だけではなく、育児に関する見
守りの効果もあるので、子育て世帯へのおむつ
の無償支給をぜひ検討してもらいたいが、いか
がか
安心して子育てができる環境をさらに充実して
いく必要があると考えており、先進自治体の取
組事例も参考にしながら、おむつの無償支給を
含め、実効性ある子育て支援策を検討していく。

今後、子育て支援策を人口減少対策や大野城市
の魅力向上につなげていくため、大野城市なら

問

答

問

答

問

答

ではの子育て支援の方向性をどのように描いて
いくのか、堤市長の考えは
子育て世代に優しいまちとしての評価を定着さ
せ、本市を選んでいただける方を増やし、人口減
少対策や本市の魅力向上につなげていく。今後
は、子どもを安心して産み育てられる環境をさら
に充実させるため、保育料無償化の範囲拡大
や、子ども医療費の助成拡充などの検討を進
め、本市に必要な子育て支援施策を積極的に推
進する。
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就学援助制度とはどのような制度か
学校教育法第19条において、「経済的理由によ
って、就学困難と認められる学齢児童生徒の保
護者に対しては、市町村は、必要な援助を与えな
ければならない」と規定されており、この規定に
基づき援助を実施している。
支給項目は、新入学用品費、学用品費、通学用品
費、修学旅行費、校外活動費、ＰＴＡ会費などで、
保護者からの申請に基づき要件の審査を行い
援助している。

就学援助の認定基準額と、生活保護の最低生活
費の関係は
就学援助の認定基準額は、生活保護の認定基準
である最低生活費の額を準用し算定している。
令和８年度以降については、生活保護の最低生
活費の額に1.3の認定基準係数を乗じ、そのほ
かの諸要件を合計した額と比較して、申請世帯
の総所得等の合算が同額かまたは少ない場合
に、就学援助の支給対象世帯と判定している。

問
答

問

答

問

答

全児童生徒数、生活保護受給世帯の児童生徒数、
就学援助を申請した児童生徒数、実際に就学援
助を受けている児童生徒数との割合は
令和６年５月１日の全児童生徒数は、9488人。
令和６年度末時点の生活保護受給世帯の児童
生徒数は66人で、全児童生徒数に対する割合は
0.7％。
令和６年度分の就学援助を申請した児童生徒数
は1589人で、割合は16.7％、実際に就学援助
を受給した児童生徒数は1347人で、割合は
14.2％である。

学њ࣐を೯ຒとƏる子どもたちがいまƏࡽ学њ࣐を೯ຒとƏる子どもたちがいまƏࡽ

ナチュラルビズについて、本市ではどのような
見解を持っているか
職員が自主的に働きやすい服装を選択するナ
チュラルビズは、省エネルギーや温室効果ガス
の排出量の削減に貢献する取組であると考え
ている。

今回提案するナチュラルビズを通年で取り入れ
ることについて、市の見解は
今後、職員が省エネを意識した快適で働きやす
い環境づくりを目指していく上で、このナチュラ
ルビズは効果的な取組であると認識しているた
め、導入に向けて前向きに検討する。

問

答

問

答

問

答

現代の職場にふさわしい服装を本市でも取り入
れる考えはないか
近隣自治体の状況も参考にしながら、来庁者に
不快感を与えない服装であるか、ＴＰＯや礼節を
わきまえた服装であるか、また、窓口等を含め
て、全ての部署で導入できる服装であるかなど、
様々な観点を踏まえて検討していく。

ǳǪȎラȔǼǣの௜ధを
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パブリックコメントの過去３年間の実施件数と意
見提出の推移は
実施件数は令和４年度４件、令和５年度11件、令
和６年度６件で、意見数は令和４年度48件、令和
５年度55件、令和６年度59件である。意見が最
も多く寄せられたものは１案件あたり29件だ
が、意見が全くなかった案件もある。

全く意見が出ない案件の要因は
計画等の案件ごとに市民の関心や興味の程度
が異なることが考えられる。

周知方法の現状は
事前に市ホームページや市広報紙で告知し、所
管課の窓口や市役所３階の行政資料室、市役所１
階ホール、各コミュニティセンター、まどかぴあ
で閲覧できる。併せて、市ホームページにも掲載
している。特定の市民層を主な対象とする計画
については、すこやか交流プラザや青少年の居
場所ユープレなどにも閲覧場所を設置している。

問
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問
答

問
答

問
答

問

答

問

答

LINEでの意見提出を可能にできないか
他自治体の取組事例も参考に、LINEを含め、効
果的な意見の提出方法を検討していく。

高齢者から若い世代、外国人など幅広い市民が
参加しやすいような取組は行っているか
従来の方法に加え、SNSでも告知するとともに、
LINEによる提出も含め、より効果的な意見の提
出方法について検討していく。

市民からの意見が施策に反映された事例など
はあるか
令和６年度に実施した６件の案件に対して、合計
59件の意
見が提出さ
れ、そのう
ち32件が
計画等の内
容に反映さ
れた。
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子育て支援施策を、移住・定住の促進につなげ
る施策として位置づけているか、堤市長の基本
的な考えは
子育て支援策の充実は、定住の促進につながる
とともに、子育てしやすいまちとしての魅力を高
めることで、新たな子育て世代の移住を促す効
果も期待できるものと考えている。

経済的負担軽減だけではなく、育児に関する見
守りの効果もあるので、子育て世帯へのおむつ
の無償支給をぜひ検討してもらいたいが、いか
がか
安心して子育てができる環境をさらに充実して
いく必要があると考えており、先進自治体の取
組事例も参考にしながら、おむつの無償支給を
含め、実効性ある子育て支援策を検討していく。

今後、子育て支援策を人口減少対策や大野城市
の魅力向上につなげていくため、大野城市なら
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ではの子育て支援の方向性をどのように描いて
いくのか、堤市長の考えは
子育て世代に優しいまちとしての評価を定着さ
せ、本市を選んでいただける方を増やし、人口減
少対策や本市の魅力向上につなげていく。今後
は、子どもを安心して産み育てられる環境をさら
に充実させるため、保育料無償化の範囲拡大
や、子ども医療費の助成拡充などの検討を進
め、本市に必要な子育て支援施策を積極的に推
進する。

н ຳ 　 ׼ 子

◀
映
像
は
こ
ち
ら

な が と し 　   ƃ ƽ ż Ɖ

就学援助制度とはどのような制度か
学校教育法第19条において、「経済的理由によ
って、就学困難と認められる学齢児童生徒の保
護者に対しては、市町村は、必要な援助を与えな
ければならない」と規定されており、この規定に
基づき援助を実施している。
支給項目は、新入学用品費、学用品費、通学用品
費、修学旅行費、校外活動費、ＰＴＡ会費などで、
保護者からの申請に基づき要件の審査を行い
援助している。

就学援助の認定基準額と、生活保護の最低生活
費の関係は
就学援助の認定基準額は、生活保護の認定基準
である最低生活費の額を準用し算定している。
令和８年度以降については、生活保護の最低生
活費の額に1.3の認定基準係数を乗じ、そのほ
かの諸要件を合計した額と比較して、申請世帯
の総所得等の合算が同額かまたは少ない場合
に、就学援助の支給対象世帯と判定している。
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就学援助を申請した児童生徒数、実際に就学援
助を受けている児童生徒数との割合は
令和６年５月１日の全児童生徒数は、9488人。
令和６年度末時点の生活保護受給世帯の児童
生徒数は66人で、全児童生徒数に対する割合は
0.7％。
令和６年度分の就学援助を申請した児童生徒数
は1589人で、割合は16.7％、実際に就学援助
を受給した児童生徒数は1347人で、割合は
14.2％である。
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ナチュラルビズについて、本市ではどのような
見解を持っているか
職員が自主的に働きやすい服装を選択するナ
チュラルビズは、省エネルギーや温室効果ガス
の排出量の削減に貢献する取組であると考え
ている。

今回提案するナチュラルビズを通年で取り入れ
ることについて、市の見解は
今後、職員が省エネを意識した快適で働きやす
い環境づくりを目指していく上で、このナチュラ
ルビズは効果的な取組であると認識しているた
め、導入に向けて前向きに検討する。
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現代の職場にふさわしい服装を本市でも取り入
れる考えはないか
近隣自治体の状況も参考にしながら、来庁者に
不快感を与えない服装であるか、ＴＰＯや礼節を
わきまえた服装であるか、また、窓口等を含め
て、全ての部署で導入できる服装であるかなど、
様々な観点を踏まえて検討していく。
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パブリックコメントの過去３年間の実施件数と意
見提出の推移は
実施件数は令和４年度４件、令和５年度11件、令
和６年度６件で、意見数は令和４年度48件、令和
５年度55件、令和６年度59件である。意見が最
も多く寄せられたものは１案件あたり29件だ
が、意見が全くなかった案件もある。

全く意見が出ない案件の要因は
計画等の案件ごとに市民の関心や興味の程度
が異なることが考えられる。

周知方法の現状は
事前に市ホームページや市広報紙で告知し、所
管課の窓口や市役所３階の行政資料室、市役所１
階ホール、各コミュニティセンター、まどかぴあ
で閲覧できる。併せて、市ホームページにも掲載
している。特定の市民層を主な対象とする計画
については、すこやか交流プラザや青少年の居
場所ユープレなどにも閲覧場所を設置している。
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LINEでの意見提出を可能にできないか
他自治体の取組事例も参考に、LINEを含め、効
果的な意見の提出方法を検討していく。

高齢者から若い世代、外国人など幅広い市民が
参加しやすいような取組は行っているか
従来の方法に加え、SNSでも告知するとともに、
LINEによる提出も含め、より効果的な意見の提
出方法について検討していく。

市民からの意見が施策に反映された事例など
はあるか
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教育委員会説明資料より

イメージ画像

河 野 　敏生

◀
映
像
は
こ
ち
ら

か わ の     と し お

全国学力・学習状況調査で市の小中学生の平均
が全国平均より上回ったと書かれた「大野城市
の教育（特別号）」が1月に全戸に配付された。
私は教職員時代、「過去問対策を一切すること
はならん、ふだんの授業で勝負せよ」と言われた
校長の言葉に強く影響を受けたが、市の教育委
員会が求める学力とは何か。過去問対策に代表
される点数競争に勝ち抜く学力なのか
学力は認知能力と非認知能力の大きく二つに分
けて捉えることができる。
氷山モデルで例えると、認知能力は試験など数
値で測ることができる知識及び技能、つまり見
える学力を指す。
一方、水面より下の２つの非認知能力は表層に
出ていないが本質的な能力として、思考力、判断
力、表現力等と、さらに深層には目標に向かう力
や意欲から発生する貢献や自律心、自己実現力
などの心の力がこれに当てはまり、表面から見
えにくいために数値で評価しづらい。
この本質的と言われる能力は、外部からの刺激

問

答

により容易に変化するものではないが、日頃か
らの教師と児童生徒、また児童生徒間の対話や
互いの支援を通じて育まれるとされており、豊か
な人生や社会性に関わる土台として重要視され
ている。
教育現場においては知識及び技能を身につけさ
せることだけでなく、子どもたちの内面に潜む能
力を引き出し、そこを伸ばしていく教育環境をつ
くることが大切である。

市が、子どもたちに求めている「学力」とは

大 塚 　 み ど り
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お か つ か

高齢者や障がい者、子育て世代など多様な歩行
者が共存できる「質の高いバリアフリー」をどう
具現化するのか、市長の決意は
大野城市バリアフリー基本構想に基づき、西鉄
高架化に伴う駅周辺整備などを進めてきた。今
後も新たな技術を積極的に取り入れ、全ての人
に優しいまちづくりを推進する。

車いす利用者の「段差のない安全性」と視覚障
がい者の「段差による安全性」という正反対のニ
ーズが交錯する現状を、どう受け止めているか
それぞれの立場により国の基準である段差２㎝
の評価が異なるという現状を踏まえ、柔軟に対
応する必要があると認識している。

道路改修の現場で、当事者の困りごとや意見を
聞いているか
個別の工事ごとに直接意見を聞く機会はない
が、構想策定時に社会福祉協議会や障がい者団
体等へ聞き取りを行い、それらの意見を反映さ
せ具体的な構想を策定している。
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問

答

問
答

問

答

問
答

歩道と車道の境界ブロックの中央に５㎜の突起
と左右の異なる傾斜により、「車いすの走行性」
と「視覚障がい者の認識しやすさ」を両立した
「福岡市モデル」の有効性をどう評価するか
九州大学と福岡市が共同開発した「福岡市モデ
ル」が導入されていることは把握している。導入
自治体の意見を伺い適切に評価する。

最新技術を導入する考えは 
今後、道路を整備・改良する際は、最新技術を積
極的に取り入れる。

誰もが安心な歩道づくり、新技術で実現へ
原 田 　 真 光
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本市の小中学校15校のうち11校では避雷針が
設置されていない。落雷の人的及び物的被害防
止のために15校全てに設置すべきと考えるが
市の見解は
避雷針の設置状況については、建築基準法に規
定されていない建物の高さが20メートル未満
の11の小中学校には避雷針を設置していない
状況である。今後、設置の必要性や効果につい
て、ほかの自治体の事例や状況を参考にしなが
ら調査研究を進めていく。

擁壁*の所有者は個人であることが多く、その修
繕や造り替えには数百万円から1000万円単位
の多額の費用がかかるため、対策が後回しにさ
れがちである。しかし、一度崩壊すれば、所有者
だけではなく、近隣住民や道路を通行する市民
の命を奪いかねない。公共の安全を守るという
観点から、擁壁の補強工事等への助成が必要だ
と考えるが市の見解は

問

答

問

答 擁壁や崖の崩壊は、居住者や周辺住民の安全に
影響を及ぼす可能性があるため、その対策を講
じる必要があると認識している。具体的な助成
制度については擁壁に関する条例を所管する福
岡県との連携を図るとともに、他自治体の事例
や国の制度を参考にしながら、必要性や費用対
効果、財政的負担などの観点から調査研究を進
めていく。

＊擁壁とは、隣の宅地等との高低差がある場合に設けられる
鉄筋コンクリートや石造りなどでできた土地の崩壊を防ぐ
構造物のこと

災害に強いまちづくり

神 田 　 徳 良
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小中学校の防犯カメラの設置状況はどうなって
いるか
学校施設における児童生徒の安全確保のため、
市内の全小中学校に設置している。校舎の外壁
などに設置し、校門、屋外グラウンド、プール等
の様子を撮影している。

駐車場、駐輪場での車両へのいたずらや、廊下
や階段、下駄箱で起こり得る児童生徒間のいじ
めやトラブルは当事者の証言が食い違うことが
あり事実確認が困難である。また、校舎や備品
の破壊行為、盗難事件などのリスクに客観的な
事実を記録でき、公平な立場での指導や早期問
題解決にも防犯カメラの設置は有効である。さ
らに、廊下や階段へ設置することで自身を守っ
てくれる安全地帯となり、安心して学校へ行くこ
とにつながると考えられるがいかがか

問
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問

答 校舎内への防犯カメラの設置については、児童
生徒や教職員のプライバシー保護の観点に加
えて、監視を前提とした設置が児童生徒と教職
員の相互の信頼関係を損ねるのではないかとい
う課題があると考えている。まずは、教職員など
による見守り活動の強化や児童生徒に対する安
全教育の充実を図り、総合的な防犯体制を整備
していく。

か ん だ 　 　 　 の り よ し

防犯カメラの設置で学校をより安心で安全に防犯カメラの設置で学校をより安心で安全に

【福岡市モデルの境界ブロック】
中央に高さ５ｍｍの突起がある
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教育委員会説明資料より

イメージ画像
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全国学力・学習状況調査で市の小中学生の平均
が全国平均より上回ったと書かれた「大野城市
の教育（特別号）」が1月に全戸に配付された。
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される点数競争に勝ち抜く学力なのか
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けて捉えることができる。
氷山モデルで例えると、認知能力は試験など数
値で測ることができる知識及び技能、つまり見
える学力を指す。
一方、水面より下の２つの非認知能力は表層に
出ていないが本質的な能力として、思考力、判断
力、表現力等と、さらに深層には目標に向かう力
や意欲から発生する貢献や自律心、自己実現力
などの心の力がこれに当てはまり、表面から見
えにくいために数値で評価しづらい。
この本質的と言われる能力は、外部からの刺激
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により容易に変化するものではないが、日頃か
らの教師と児童生徒、また児童生徒間の対話や
互いの支援を通じて育まれるとされており、豊か
な人生や社会性に関わる土台として重要視され
ている。
教育現場においては知識及び技能を身につけさ
せることだけでなく、子どもたちの内面に潜む能
力を引き出し、そこを伸ばしていく教育環境をつ
くることが大切である。

市が、子どもたちに求めている「学力」とは
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高齢者や障がい者、子育て世代など多様な歩行
者が共存できる「質の高いバリアフリー」をどう
具現化するのか、市長の決意は
大野城市バリアフリー基本構想に基づき、西鉄
高架化に伴う駅周辺整備などを進めてきた。今
後も新たな技術を積極的に取り入れ、全ての人
に優しいまちづくりを推進する。

車いす利用者の「段差のない安全性」と視覚障
がい者の「段差による安全性」という正反対のニ
ーズが交錯する現状を、どう受け止めているか
それぞれの立場により国の基準である段差２㎝
の評価が異なるという現状を踏まえ、柔軟に対
応する必要があると認識している。

道路改修の現場で、当事者の困りごとや意見を
聞いているか
個別の工事ごとに直接意見を聞く機会はない
が、構想策定時に社会福祉協議会や障がい者団
体等へ聞き取りを行い、それらの意見を反映さ
せ具体的な構想を策定している。
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「福岡市モデル」の有効性をどう評価するか
九州大学と福岡市が共同開発した「福岡市モデ
ル」が導入されていることは把握している。導入
自治体の意見を伺い適切に評価する。

最新技術を導入する考えは 
今後、道路を整備・改良する際は、最新技術を積
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止のために15校全てに設置すべきと考えるが
市の見解は
避雷針の設置状況については、建築基準法に規
定されていない建物の高さが20メートル未満
の11の小中学校には避雷針を設置していない
状況である。今後、設置の必要性や効果につい
て、ほかの自治体の事例や状況を参考にしなが
ら調査研究を進めていく。

擁壁*の所有者は個人であることが多く、その修
繕や造り替えには数百万円から1000万円単位
の多額の費用がかかるため、対策が後回しにさ
れがちである。しかし、一度崩壊すれば、所有者
だけではなく、近隣住民や道路を通行する市民
の命を奪いかねない。公共の安全を守るという
観点から、擁壁の補強工事等への助成が必要だ
と考えるが市の見解は
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学校施設における児童生徒の安全確保のため、
市内の全小中学校に設置している。校舎の外壁
などに設置し、校門、屋外グラウンド、プール等
の様子を撮影している。

駐車場、駐輪場での車両へのいたずらや、廊下
や階段、下駄箱で起こり得る児童生徒間のいじ
めやトラブルは当事者の証言が食い違うことが
あり事実確認が困難である。また、校舎や備品
の破壊行為、盗難事件などのリスクに客観的な
事実を記録でき、公平な立場での指導や早期問
題解決にも防犯カメラの設置は有効である。さ
らに、廊下や階段へ設置することで自身を守っ
てくれる安全地帯となり、安心して学校へ行くこ
とにつながると考えられるがいかがか
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えて、監視を前提とした設置が児童生徒と教職
員の相互の信頼関係を損ねるのではないかとい
う課題があると考えている。まずは、教職員など
による見守り活動の強化や児童生徒に対する安
全教育の充実を図り、総合的な防犯体制を整備
していく。
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防犯カメラの設置で学校をより安心で安全に防犯カメラの設置で学校をより安心で安全に

【福岡市モデルの境界ブロック】
中央に高さ５ｍｍの突起がある

1415

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

代
表
質
問

一
般
質
問

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

代
表
質
問

一
般
質
問

特
別
委
員
会（
給
食
）

１
月
臨
時
会

特
別
委
員
会（
給
食
）

１
月
臨
時
会



昨年９月に実施された中小企業実態調査におけ
る市内事業所を対象としたアンケートの状況に
ついて
アンケートの結果からは本市の中小企業が抱え
る主な課題として、資金繰り、人手不足、デジタ
ル化や事業承継などの課題が見えてきた。

太宰府市が独自に実施している事業者の創業
及び事業支援について、本市では行っているか
現在、本市では、太宰府市が行っている家賃補助
のような独自の創業支援事業は行っていない。

就職氷河期世代に対する起業支援の取組が、他
自治体で国の交付金等を活用して実施されて
いるが、市として把握しているか
兵庫県や群馬県の自治体における起業支援の事
例のほか、各地で就職氷河期世代の活躍を後押
しする様々な取組が実施されたと承知している。
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問

答

問

答

問

答

本市においても就職氷河期世代を対象とした起
業支援、創業支援、また事業承継支援を検討で
きないか
就職氷河期世代が直面した社会的困難や不公
平感、また現在抱えている課題については、本市
としても重要な社会問題として認識している。今
後、伴走型起業支援、創業支援、事業承継支援を
進めていく中で、国の動向や先進自治体の事例
を注視し、市商工会や福岡県事業承継・引継ぎ
支援センターとも連携を図りながら、就職氷河
期世代を対象とした支援についても調査研究を
進めていく。
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な か ƶ ら 　    し ん い ち ǃ ż

ऽ೼河։ঙખに֚ؑのǪȌȜǢを̄ࡽ

審 議 結 果 一 覧 令和８年１月臨時会

１月臨時会 委員会レポート
１月臨時会 委員会レポート

月臨時会１１

学校給食の現状や今後のあり方について調査するため、３月16日に大野中学校、３月19日に大野南小学校にて
配膳、児童生徒の喫食状況及び下膳時の状況を視察しました。今後も引き続き調査を進めていきます。

第１号議案 全会一致可決 予算委員会令和７年度大野城市一般会計補正予算（第９号）について

議決結果件　　名議案番号 付託委員会
R8.1.20

議決月日

◯◯◯委員会

第１号議案
令和７年度大野城市一般会計補正予算
(第９号)について  （以下、複数案件より抜粋）

予算投入後の財政調整基金残高は
補正後の基金残高は約30億円となる見込み
である。一時的に取り崩した基金は国からの
交付決定後に戻し入れる予定である。

物価高対応子育て応援手当の
支給時期及び申請方法は
令和７年９月分の児童手当受給者には２月10
日に申請不要(プッシュ型)で支給する。

申請不要（プッシュ型）支給対象とならない
人への周知方法や申請は
令和７年10月から令和８年３月までの出生児
や公務員は申請が必要で、ホームページ及び
広報誌で周知する。

現金給付ではなく商品券を選択した理由は
現金より迅速な支援が可能で、「生活者支援」
と「市内事業者への経済波及効果」の両立を
図るためである。

電子商品券の二次元コードの発送時期は
３月下旬から送付予定である。スマホがない
場合は、申請により紙の商品券を選択できる。

有効期限の有無は
国の指示により有効期限を設定。電子商品券
「おおのジョーｐay」は９月末、紙の商品券は
11月末※を有効期限としている。
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物価高対策、市独自の上乗せ決定物価高対策、市独自の上乗せ決定 予算委員会

物価高騰対策の財源として、国からの交付金
が決定するまでの間、財政調整基金から約８
億8000万円を繰り入れる

物価高対応子育て応援手当として、国の手
当２万円に市独自で7000円を上乗せし、子
ども1人あたり2万7000円を支給。ひとり親
家庭はさらに子ども1人あたり7000円を加
算する

物価高騰対策として、19歳以上の市民1人
あたり7000円分の電子商品券「おおのジョー
ｐａｙ」、または紙の商品券を給付する

これまでの特別委員会の会議の内容は
大野城市議会ホームページ「特別委員会」（右の二次元コード）から
確認することができます。

全ての人が不当に権利を侵害されることなく、対等な立場
でお互いが理解し、認め合い、尊敬し合う街を創り上げ、
ハラスメントのない公正かつ持続可能な社会を目指すため
3月定例会において、この条例が誕生しました。

大野城市ハラスメント根絶条例が制定されました

大野中学校 大野南小学校

※１月臨時会以降、配送の都合により、紙の商品券の
　有効期限は12月末までに変更となっています。

条例全文は大野城市ホーム
ページ（右の二次元コード）
から確認できます。

令和8年1月臨時会を1月20日（火）に開催    
1つの案件を審議し、可決しました。    
審議結果の採決の模様は大野城市議会ホームページ「令和８年第１回１月臨時会」
（右の二次元コード）から映像を見ることができます。    

今後の学校給食のあり方に関する調査特別委員会今後の学校給食のあり方に関する調査特別委員会

大野中学校 大野南小学校大野南小学校大野南小学校

今今今今今今今今今今今今後後後後後後のののののの学学学学学学学学学校校校校校校給給給給給給食食食食食食のののああありりりりりり方方方方方方 関関関すすすすすするるるるるるるるる調調調調調調査査査査査査特特特特特特別別別別別別委委委委委委員員員員員員会会会
配膳室と教室の視察へ！配膳室と教室の視察へ！
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昨年９月に実施された中小企業実態調査におけ
る市内事業所を対象としたアンケートの状況に
ついて
アンケートの結果からは本市の中小企業が抱え
る主な課題として、資金繰り、人手不足、デジタ
ル化や事業承継などの課題が見えてきた。

太宰府市が独自に実施している事業者の創業
及び事業支援について、本市では行っているか
現在、本市では、太宰府市が行っている家賃補助
のような独自の創業支援事業は行っていない。

就職氷河期世代に対する起業支援の取組が、他
自治体で国の交付金等を活用して実施されて
いるが、市として把握しているか
兵庫県や群馬県の自治体における起業支援の事
例のほか、各地で就職氷河期世代の活躍を後押
しする様々な取組が実施されたと承知している。
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業支援、創業支援、また事業承継支援を検討で
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学校給食の現状や今後のあり方について調査するため、３月16日に大野中学校、３月19日に大野南小学校にて
配膳、児童生徒の喫食状況及び下膳時の状況を視察しました。今後も引き続き調査を進めていきます。

第１号議案 全会一致可決 予算委員会令和７年度大野城市一般会計補正予算（第９号）について

議決結果件　　名議案番号 付託委員会
R8.1.20

議決月日

◯◯◯委員会
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(第９号)について  （以下、複数案件より抜粋）
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である。一時的に取り崩した基金は国からの
交付決定後に戻し入れる予定である。

物価高対応子育て応援手当の
支給時期及び申請方法は
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（白木原　ミドリさん）

　「慈雨」。普段使わない言葉ですが、昨秋から雨の少ない日が続き節水が呼びかけら
れていて、ふとこの言葉が浮かびました。
　晴れた日は、なにげなく「いい天気ですね。」と挨拶を交しますが、気象予報士は天気
予報で「いい天気」とは言わないようにしていると聞いたことがあります。必ずしも、晴れ
＝いい天気ではなく、例えば農家さんは雨を待っているかもしれないからです。
　5月～6月の田植えが行われる頃までには適度な雨が降り、水不足が解消されて、無事に
田植えが行われていますように。　　　　　　　　　 　　　　　　　　 （永利恭子）
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広 報 委 員 会

みなさんからいただいた作品をそのまま紹介します。
今回は1月～3月に募集した作品です。

●募集作品
　・俳句　・川柳　・短歌　・写真　・イラスト など
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、
　議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または
　直接窓口へ　〒816－8510 大野城市曙町二丁目２番１号
　　　　　　　　　　　　　℡．580－1938

●注意事項
　・未発表のものに限ります（新カナ、旧カナは問いません。）
　・人物の写真については、掲載の了解を得てください。
　・提出された作品は、返却しません。　
　・ペンネームでも可とします。
　・応募多数の場合は広報委員会で厳選して決定します。あらかじめご了承ください。

作品掲載希望者募集
応募締切
８月15日号
掲載は
6月30日
まで

小・中学生からの応募もお待ちしております
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